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(57)【要約】
【課題】　建築物の壁面を塗装する意匠性塗材に、横方
向の櫛目模様を付けるための櫛目模様付け塗布具におい
て、板状の本体の両側端部に略三角形の板状体を下方向
に設け、鋸歯状の塗布刃を角度を付けて移動させるよう
にすることにより、正確に、かつ美しく櫛目模様を付け
ることができるようにする。
【解決手段】　板状の本体１０の一端に鋸歯状の塗布刃
１１が形成され、該本体１０の他端上面に取っ手１２が
設けられた櫛目模様付け塗布具において、前記鋸歯状の
塗布刃１１から取っ手１２が設けられた他端にかけて上
方に傾斜するように、前記本体１０の両側端部に略三角
形の板状体１３を下方向に設けて櫛目模様付け塗布具を
構成する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　板状の本体の一端に鋸歯状の塗布刃が形成され、該本体の他端上面に取っ手が設けられ
た櫛目模様付け塗布具において、前記鋸歯状の塗布刃から取っ手が設けられた他端にかけ
て上方に傾斜するように、前記本体の両側端部に略三角形の板状体を下方向に設けたこと
を特徴とする櫛目模様付け塗布具。
【請求項２】
　取っ手が湾曲した板状体である請求項１記載の櫛目模様付け塗布具。
【請求項３】
　取っ手が棒状体である請求項１記載の櫛目模様付け塗布具。
【請求項４】
　略三角形の板状体と同形の間仕切用の板状体を、板状の本体の下面に板状体同士が平行
になるように設けた請求項１、２又は３記載の櫛目模様付け塗布具。
【請求項５】
　両側端部の略三角形の板状体の外側に角度調節用の板状体を設け、この角度調節用の板
状体を鉛直方向に回動できるようにして、板状の本体と塗装面との角度を自在に調節でき
るようにした請求項１～４のいずれかに記載の櫛目模様付け塗布具。
【請求項６】
　板状の本体を、鋸歯状の塗布刃に平行に、取っ手を有する上部本体と塗布刃を有する替
え刃用の下部本体とに分割し、替え刃用の下部本体を選択して上部本体にねじ止めするよ
うにした請求項１～５のいずれかに記載の櫛目模様付け塗布具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物の壁面を塗装する意匠性塗材に、櫛目（櫛引き）模様（横方向ライン
の模様）を正確に、かつ美しく付けるための塗布具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、図１１に示すように、板状の本体１の一端に鋸歯状の塗布刃２が形成され、この
本体１の他端面上面に、湾曲した板状体の取っ手３が設けられた櫛目模様付け塗布具が知
られている。
【０００３】
　また、図１２に示すように、板状の本体４の両端に鋸歯状の塗布刃５、６が形成され、
本体４の略中央部に棒状体の取っ手７が設けられた櫛目模様付け塗布具が知られている。
　
【０００４】
　さらに、板状の本体の一端に鋸歯状の塗布刃が形成され、この本体の他端の両側にロー
ラーが取り付けられた構造の櫛目模様付け塗布具が知られている（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－５４７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の従来の櫛目模様付け塗布具においては、横向きに櫛引きの模様を付ける際、塗装
面の上から下へ順に模様を付けるのであるが、材料の付き具合によって、下の材料が塗布
具の上にはみ出し、上側の模様を壊してしまうという問題点がある。
【０００７】
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　さらに、従来の塗布具では、塗布具自体の陰になって、上側の櫛目のラインを隠してし
まい、直線を引くのが難しくなってしまうという問題点がある。
【０００８】
　上記のように、解決しようとする問題点は、横方向に櫛引目模様を付ける際に、下方の
材料が塗布具の上にはみ出し、先に付けた上方の模様を壊してしまう点及び横方向に塗布
具を移動させる際に、先に付けた上方の模様が塗布具自体の陰になって上方の模様のライ
ンを隠してしまい、正確に直線移動させるのが難しい点である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、先に付けた上方の櫛目模様を壊すことなく、かつ上方の櫛目模様を見易くし
て正確に横方向に直線移動させるために、板状の本体の両側端部に略三角形の板状体を下
方向に設け、鋸歯状の塗布刃を角度を付けて移動させるようにしたことを最も主要な特徴
とする。
【００１０】
　本発明の櫛目模様付け塗布具は、板状の本体の一端に鋸歯状の塗布刃が形成され、該本
体の他端上面に取っ手が設けられた櫛目模様付け塗布具において、前記鋸歯状の塗布刃か
ら取っ手が設けられた他端にかけて上方に傾斜するように、前記本体の両側端部に略三角
形の板状体を下方向に設けたことを特徴としている。
【００１１】
　この塗布具において、取っ手を湾曲した板状体としたり、取っ手を棒状体としたりする
。なお、取っ手は他の形状としても差し支えない。
【００１２】
　また、これらの塗布具において、略三角形の板状体と同形の間仕切用の板状体を、板状
の本体の下面に板状体同士が平行になるように設けた構成とすることがある。
【００１３】
　また、これらの塗布具において、両側端部の略三角形の板状体の外側に角度調節用の板
状体を設け、この角度調節用の板状体を鉛直方向に回動できるようにして、板状の本体と
塗装面との角度を自在に調節できるようにした構成とすることがある。
【００１４】
　さらに、これらの塗布具において、板状の本体を、鋸歯状の塗布刃に平行に、取っ手を
有する上部本体と塗布刃を有する替え刃用の下部本体とに分割し、替え刃用の下部本体を
選択して上部本体にねじ止めするようにした構成とすることがある。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の櫛目模様付け塗布具は、板状の本体の両側端部に略三角形の板状体を下方向に
設けているので、先に付けた上方の櫛目模様を壊すことなく、かつ、上方の櫛目模様を見
易くすることができ、正確に横方向に直線移動させることができる。
【００１６】
　このため、下方の材料が塗布具の上にはみ出すことはなく、先に付けた上方の模様を壊
してしまうことを防止することができる。また、従来の塗布具では、横方向に塗布具を移
動させる際に、先に付けた上方の模様が塗布具自体の陰になって上方の模様のラインを隠
してしまい、正確に直線移動させるのが難しかったが、本発明の塗布具では、略三角形の
板状体に沿って正確に横方向に直線移動させることにより、正確、かつ美感に優れた櫛目
模様をを引くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は本発明の櫛目模様付け塗布具の実施例１を示す斜視図である。
【図２】図２は図１に示す塗布具の背面の斜視図である。
【図３】図３は本発明の塗布具の実施例２を示す斜視図である。
【図４】図４は図３に示す塗布具の背面の斜視図である。
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【図５】図５は本発明の塗布具の実施例３を示す斜視図である。
【図６】図６は図５に示す塗布具の背面を示す斜視図である。
【図７】図７は本発明の塗布具の実施例４を示す斜視図である。
【図８】図８は本発明の塗布具の実施例５を示す斜視図で、上部本体と下部本体とが離れ
た状態を示している。
【図９】図９は図８に示す状態から、下部本体を上部本体に移動させた状態を示す斜視図
である。
【図１０】図１０は図９に示す状態から、上部本体に下部本体をねじ止めした状態を示す
斜視図である。態を示視図である。
【図１１】図１１は従来の塗布具の一例を示す斜視図である。
【図１２】図１２は従来の塗布具の他の例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　意匠性塗材に櫛目模様を正確に、かつ美しく付けるという目的を、板状の本体の両側端
部に略三角形の板状体を下方向に移動方向に設けることにより実現した。
【実施例１】
【００１９】
　図１及び図２は、本発明の塗布具の実施例１の斜視図である。本例の塗布具は、板状の
本体１０の一端に鋸歯状の塗布刃１１が形成され、該本体１０の他端上面に取って１２が
設けられた櫛目模様付け塗布具において、前記鋸歯状の塗布刃１１から取っ手１２が設け
られた他端にかけて上方に傾斜するように、前記本体１０の両側端部に略三角形の板状体
１３を下方向に設けたものである。取っ手１２としては、一例として湾曲した板状体のも
のを示しているが、他の形状のものでもよい。
【００２０】
　略三角形の板状体１３を設けることにより、下の材料が塗布具からはみ出すことが防止
され、既に塗布している上側の櫛目模様を壊すことがなくなる。また、上側の略三角形の
板状体１３を、既に塗布している上側の櫛目模様の最下列に沿って横方向に移動させるこ
とにより、容易に直線を引くことができ、美しく櫛目模様を作成することができる。
　なお、塗布具を使用する場合は、建築物の壁面に沿って、塗布刃１１を横方向に移動さ
せるようにする。したがって、略三角形の板状体１３は、壁面に直角となる。
【００２１】
　図１１及び図１２に示すように、従来の塗布具における鋸歯状の塗布刃の端部は、他の
刃と同形の山型となっている。しかし、本例の塗布具では、図１及び図２に示すように、
鋸歯状の塗布刃１１の端部は、他の刃の山型の半分の形状となっている。
　従来型の刃の端部の形状のままに、略三角形の板状体１３を付けると、建築物の壁面の
塗料（塗材）のつき方としては、半分の山型（山の頂点で終わっているもの）が残り、次
に下段を塗る際に櫛目模様のパターンのつながりが悪くなる。ここで、刃の端部を山の半
分の形状とすることにより、櫛目模様のパターンがつながり易くなるという利点（効果）
がある。
【実施例２】
【００２２】
　図３及び図４は、本発明の塗布具の実施例２の斜視図である。本例の塗布具は、取っ手
１４を一例として、棒状体としたものである。他の構成及び作用は、実施例１の場合と同
様である。
【実施例３】
【００２３】
　図５及び図６は、本発明の塗布具の実施例３の斜視図である。本例の塗布具は、内部間
仕切型としたもので、略三角形の板状体１３と同形の間仕切用の板状体１５を、板状の本
体１０の下面に板状体同士が平行になるように設けたものである。
【００２４】
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　このように構成することにより、間仕切用の板状体１５がストッパーとなって、材料（
塗材）が重力により落ちてこないので、材料の片寄りをより確実に防止することができる
と言う利点がある。他の構成及び作用は、実施例１、２の場合と同様である。
【実施例４】
【００２５】
　図７及び図８は、本発明の塗布具の実施例４の斜視図である。本例の塗布具は、角度自
在型としたもので、両側端部の略三角形の板状体１３の外側に角度調節用の板状体１６を
設け、この角度調節用の板状体１６を鉛直方向に回動できるようにして、板状の本体１０
と塗装面との角度を自在に調節できるようにした物である。
【００２６】
　具体的には、略三角形の板状体１３の外側に板状体１３より大きい略三角形の角度調節
用の板状体１６を設け、角度調節用の板状体１６に略縦方向の長孔１７を設けるとともに
、板状体１３にねじ孔１８を設け、長孔１７にねじ１９を挿入してねじ孔１８にねじ止め
して、角度調節用の板状体１６をスライド（摺動）させて、塗布具の角度を自在に調節す
るように構成される。板状体１６は一例として、平板状である。他の構成及び作用は、実
施例１、２、３の場合と同様である。
【実施例５】
【００２７】
　図８～図１０は、本発明の塗布具の実施例５の斜視図である。本例の塗布具は、替え刃
型としたもので、板状の本体を、鋸歯状の塗布刃に平行に、取っ手１２を有する上部本体
２０と塗布刃２１を有する替え刃用の下部本体２２とに分割し、替え刃用の下部本体２２
を選択して上部本体２０にねじ止めするようにしたものである。
【００２８】
　具体的には、下部本体２２にねじ孔２３を設けるとともに、下部本体２２の上端に係合
片２４を設け、上部本体２０に、この係合片２４を挿入できる係合部材２５を設け、図８
に示す状態から、図９に示す状態に下部本体２２を移動させる。ついで、ねじ２６を外し
て図１０に示すように、係合片２４を係合部材２５の下側に挿入し、ねじ２６をねじ孔２
３に螺合して、上部本体２０に下部本体２２を固定する。２７はねじの頭部である。この
ように構成することにより、パターン別の替え刃を選択して使用することができる。他の
構成及び作用は、実施例１から４の場合と同様である。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　建築物の壁面を塗装する意匠性塗材に櫛目模様を容易、正確に、かつ美感良く付けるた
めの塗布具として用いることができる。
【符号の説明】
【００３０】
　１、４　板状の本体
　２、５、６　塗布刃
　３、７　取っ手
　１０　板状の本体
　１１　塗布刃
　１２、１４　取っ手
　１３　略三角形の板状体
　１５　間仕切用の板状体
　１６　角度調節用の板状体
　１７　長孔
　１８　ねじ孔
　１９　ねじ
　２０　上部本体
　２１　塗布刃
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　２２　下部本体
　２３　ねじ孔
　２４　係合片
　２５　係合部材
　２６　ねじ
　２７　ねじの頭部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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